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１．はじめに
　－商売成功の秘密－
　商売を成功させる秘訣というのは、「勝てる市場で、
勝てるやり方で、やる」というものである。これは、
業種や時代とは関係なく、いわば普遍的なものであ
る。もちろん、これは何も商売に限ったことではな
く、実際の戦争でも、「勝てる場所で、勝てる方法

によって、行う」というのは、半ばセオリー化され
ている。
　「そんなこと、わざわざ言われなくても、わかっ
てるわい！」という声が聞こえてきそうであるし、
特に知識レベルの高い特許ニュースの読者であれば
こそ「何を今さら」と叱られそうではあるが、そう
は言っても、図１のような状態であることをきちん
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とわかっている人は、そう多くはないのではないだ
ろうか。そう、もちろん「勝てる市場」と「勝てる
やり方」の両方が揃えば何の問題もないのであるが、
そのどちらかしか得ていないような場合が問題なの
である。この図１は、「勝てる市場」と「勝てるやり方」
のそれぞれを具備しているかどうかでの成功度合い
を示したもの（事業成功セオリーマトリクス）であ
るが、この図１に示されているように、「「勝てる市
場」で、かつ「勝てるやり方」」の場合には、ほぼ完
全に成功するということで二重丸「◎」、その両方
が同時に無い場合には、もちろん、失敗「×」とい
うことになる。
　けれども問題は、「「勝てる市場」ではあるが、「勝
てるやり方」ではない」場合と、「「勝てる市場」で
はないが、「勝てるやり方」でやっている」場合とで
は、評価が異なるということである。そう、「「勝て
る市場」ではあるが、「勝てるやり方」ではない」は、
ほぼ成功する（つまり、よほど大きな下手を討たな
い限り、成功する）ということでマル「○」になる
が、「「勝てる市場」ではないが、「勝てるやり方」で
やっている」場合には、やり方が良ければ何とかな
るが、たいていの場合にはうまくいかない。したがっ
て、「「勝てる市場」ではないが、「勝てるやり方」で

やっている」場合には三角「△」ということになる。
　ところで、世の中には、いくら努力したところで
うまくいかない商売がある一方で、単なる思い付き
でやったような商売がうまくいっているようなケー
スがある。これについて、多くの人は、そういった
ケースをきちんと呑み込むことができないままであ
る。こういった多くの人いわく、「いくら努力した
ところでうまくいかない商売がある一方で、単なる
思い付きでやったような商売がうまくいっているよ
うなケース」という状態を見るにつけ、「世の中って、
不公平だなぁ～」「社会って理不尽だよなぁ」と感じ
ることになってしまうのである。
　しかしながら、「「勝てる市場」ではあるが、「勝て
るやり方」ではない」場合が「○」で、「「勝てる市
場」ではないが、「勝てるやり方」でやっている」場
合が「△」なのであるという理屈さえ知っていれば、
「いくら努力したところでうまくいかない商売があ
る一方で、単なる思い付きでやったような商売がう
まくいっているようなケース」という現象に対して、
変な矛盾のようなものを感じることはない。むしろ、
「勝てない市場であっているのだから、当たり前だ」
ということにしかならない。要は、商売成功のセオ
リー通りに世の中が進行しているということにしか
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図1：事業戦略マトリクス 
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